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１ いじめの防止等に関する基本的な方針 

（１）基本理念 

   いじめは、いじめを受けた生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の

形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命または身体に重大な危険を生じさせる恐れがあるもので

ある。 

   したがって、本生徒の尊厳を保持する目的のもと、家庭や地域、関係機関との連携を図るとともに、教

育活動全般を通じていじめ防止に取り組み、すべての生徒が安心して学校生活を送れるように努める。 

 

（２）いじめに対する基本姿勢 

   「いじめは、人間として絶対に許されない」という強い認識をもつこと。 

   「いじめは、どの学校でもどの子にも起こりうる」という危機意識をもつこと。 

    この考えを基本に、家庭・地域等と連携を図り、生徒の実態に応じた取り組みを促進する。また町教

育委員会や関係機関等と連携し、「いじめの未然防止」「いじめの早期発見」「いじめに対する措

置」を適切に行う。 

 

 

２ いじめの防止等に関する内容 

（１）基本的な考え方 

   ア いじめはどの子どもにも起こりうる、どの子どもも被害者にも加害者にもなりうることを踏まえ、

生徒をいじめに向かわせないための未然防止に全職員で取り組む。 

   イ 生徒同士、生徒と教職員の人間関係を築く。 

   ウ 規律正しい態度で授業や行事に主体的に参加・活躍できるような授業づくりを心掛ける。 

   エ 生徒が互いに認め合える人間関係・学校風土を生徒自らが作り出せるよう指導する。 

 

（２）いじめの未然防止のための取り組み 

   ア 生徒に「いのちを大切にするこころ」や「他者を尊重し、多様性を認め合う思いやりのこころ」な

どの豊かな心を培い、心の通う人間関係を養うために、教育活動全体を通じ、特に道徳教育や人権

教育の充実を図る。 

   イ 教育活動全体を通じて、生徒が安心でき、自己有用感や充実感を感じられる学校づくりに努める。 

   ウ 家庭・地域等との連携を図り、より広い範囲での人間関係づくりを進める。 

   エ いじめの未然防止への生徒の自治的な活動（生徒会活動）の充実を図る。 

   オ SNS等でのネットいじめ防止のため、講習会等を実施し、情報を発信する。 

責任や情報の信ぴょう性を判断する力など、情報モラル教育に取り組む。 

 

（３）いじめの早期発見のための取り組み 

   ア 「いじめはどの学校でも、どの子でも起こりうる問題である」という認識をもち、大人の目の付き 

にくい時間や場所で行われたり、遊びやふざけあいを装って行われたりするなど気づきにくい形で

行われることを共通理解する。 

   イ 日頃から生徒の生活の様子に目を配り、生徒との信頼関係の構築に努める。 

   ウ いじめに関するアンケートを月に１回設け、いじめの実態把握に努める。 

   エ 年に１回先生への手紙を実施し、相談しやすい先生との相談機会を設ける。 



 

 

 

（４）いじめに対する取り組み 

   ア いじめに関する相談を受けたときには、速やかに事実を確認し、組織的に対応する。 

   イ 遊びや悪ふざけなど、いじめと疑われる行為を発見した場合、すぐにその行為を止めさせ、事実確 

認し、組織的に対応する。 

   ウ 再発防止に向け、いじめを受けた生徒とその保護者の支援、また、いじめに関わった生徒への指導 

と支援、保護者への助言を行う。 

   エ いじめを受けた生徒が安心して学習に取り組むことができるよう、必要に応じて別室での学習を提

案する。 

   オ はやしたてたり同調したりしている生徒に対しては、それらの行為がいじめに加担する行為である

ことを理解させる指導を行う。 

   カ いじめをみていた生徒にも自分の問題と捉えさせ、傍観者にならず誰かに知らせる勇気をもてるよ

うに指導する。 

   キ 生徒の個人情報の取り扱い等、プライバシーには十分に留意する。 

   ク 犯罪行為として取り扱われるべきいじめは、町教育委員会や警察等関係機関と連携し対処する。 

 

 

３ 「学校いじめ防止対策委員会」の設置 

（１）いじめの防止、早期発見及び対処等に関する措置を実行的に行う機関として「学校いじめ防止対策委員 

会」を設置する。 

（２）学校いじめ防止対策委員会構成メンバー 

    校長、教頭、生徒支援グループ長、生徒指導担当、養護教諭、SC 

その他、関係機関とも適宜連携する。 

（３）活動内容 

   ア いじめの防止に向けた情報交換、指導の指針決定 

   イ いじめに関する相談、通報への対応 

   ウ いじめの判断と情報収集（事実確認） 

   エ いじめ事案への対応及び検討 

   オ いじめ事案の報告 

   カ いじめ防止基本方針の見直し 

（４）生徒指導部会の実施 

    原則週１回、生徒指導部会を実施し、各学年の問題行動・支援を要する生徒の情報共有等を行う。 

    教頭、生徒指導担当（学校・学年）、生徒支援グループ長、SCで構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

４ 「学校いじめ防止対策委員会 緊急会議」の設置 

（１）いじめにより生徒の生命及び心身に重大な被害が生じた疑いがある場合、また相当の期間学校を欠席す 

ることを余儀なくされている疑いがあると認められる場合（以下「重大事態」とする）への対処を行う機

関として「学校いじめ防止対策委員会 緊急会議」を設置する。 

（２）重大事態対策会議構成メンバー 

    校長、教頭、生徒支援グループ長、生徒指導担当、養護教諭、その他関係職員 

 

（３）活動内容 

   ア 重大事態に係る事実関係を明確にするための調査、教育委員会への調査報告（様式１） 

   イ 調査によって明らかになった事実関係について、いじめを受けた生徒やその保護者に対して、適時

適切な方法での説明 

   ウ 教育委員会への調査結果報告（様式２） 

   エ その他重大事態への対処 

 

５ 重大事態への対処 

   いじめにより生命及び心身に重大な危険を生じさせる恐れがある場合、財産に重大な被害が生じた疑い 

がある場合、また相当期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある場合には、「学校いじめ 

防止対策委員会 緊急会議」を開き、適切かつ組織的に対処するとともに、町教育委員会に速やかに様式 

１により報告し、教育委員会及び警察等と連携を図り、問題の解決にあたっていく。また、調査結果を町 

教育委員会に様式２により報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（様式１） 

令和  年 月 日 

中井町教育委員会教育長 殿 

中井町立〇〇〇学校 

校長 〇〇 〇〇印 

 

いじめ防止対策推進法の規定による重大事態の発生について（報告） 

 

 このことについて、いじめ防止対策推進法第２８条第１項の規定による重大事態の発生を認知したので、同

法第３０条第１項の規定に基づき、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ いじめに係る被害児童・生徒について 

（ ふ り が

な） 

氏 名 

 性別  

学年・学級  生年月日・年齢   年 月 日生・  歳 

保護者氏名（続柄）  学級担任氏名  

 

２ いじめ重大事態の概要・経緯など 

□１号事案  □２号事案  □１号事案かつ２号事案 ※該当するものにチェック 

いじめの態様の区分 

 

いじめの発見のきっかけ 

 

いじめに係る行為が行われた期間 

年 月 から 年 月 まで 

いじめの行為の概要・経緯 

 

 

 

 

 



 

 

 

３ いじめに係る加害児童・生徒について 

 氏 名（ふりがな） 性別 学年・学級 備考 

１     

２     

３     

４     

５     

 

４ 事実経過及び学校の対応等 

月  日 事実経過 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

５ 学校における今後の対応 

（１）調査の内容及び方法について 

ア 加害児童・生徒への聞き取り（例） 

 

イ 関係児童・生徒への聞き取り（例）  

 

ウ アンケートの実施（例）  

 

エ 教職員の聞き取り（例） 

 

オ  

 

 

 

（２）調査結果報告予定日    令和  年 月 日 

 

（３）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（様式２） 

令和  年  月  日 

 

 

中井町教育委員会教育長殿 

 

 

中井町立〇〇〇学校 

校長〇〇〇〇印 

 

 

学校調査結果について（報告） 

 

 

 このことについて、令和年月日付「いじめ防止対策推進法の規定による重大事態の発生につ

いて」により報告したいじめ防止対策推進法第 28 条第１項の規定による重大事態に関する学校

調査結果について、別添のとおり報告します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校調査結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和  年  月  日 
中井町立○○○学校 
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第１ 調査の概要 

１ 事案の概要 

（１）いじめに係る被害児童・生徒 

（ ふ り が

な） 

氏 名 

 性別  

学年・学級  生年月日・年齢   年 月 日生・  歳 

保護者氏名（続柄）  学級担任氏名  

 

（２）いじめに係る関係児童・生徒 

 氏名（ふりがな） 性別 学年・学級 備考 

１     年 組 以下、「生徒Ｂ」という。 

２     年 組 以下、「生徒Ｃ」という。 

３     年 組 以下、「生徒Ｄ」という。 

 

（３）調査に至る経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）重大事態の認定 

ア 認定日   令和  年  月  日 

 

イ 認定した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２ 調査方法等 

（１）いじめ防止対策委員会の構成員 

○○ ○○（校長）、○○ ○○（教頭）、○○ ○○（教務主任）、 

○○ ○○（児童指導担当）、○○ ○○（教育相談コーディネーター）、 

○○ ○○（養護教諭）、○○ ○○（関係児童担任） 

 

（２）調査期間  令和  年  月  日から令和  年  月  日まで 

 

（３）調査方法 

ア加害児童・生徒への聞き取り（例） 

 

イ関係児童・生徒への聞き取り（例） 

 

ウアンケートの実施（例） 

 

エ教職員への聞き取り（例） 

 

オ 

 

（４）調査対象資料 

ア手紙（例） 

 

イＳＮＳ（例） 

 

ウ 

 

第２ 調査結果について 

１ 事実経過 

 

月  日 事実経過 

○月○日  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

２ 調査結果 

（１）「〇〇」という行為（例） 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

３ 事実認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

第３ 本件が発生した背景・要因 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

第４ 現在の状況について 

１ 被害児童・生徒の状況 

 

 

２ 加害児童・生徒の状況 

 

 

３ 学校の対応状況 

 

 

４ 関係機関との連携の状況 

 

 

第５ 見解等について   

１ 被害児童・生徒の保護者の見解 

 

 

２ 加害児童・生徒の保護者の見解 

 

 

３ 学校運営協議会の見解 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

第６ 再発防止のための取組について 

１ 〇〇〇 

（１） 

 

 

（２） 

 

 

（３） 

 

 

２ ○○〇 

（１） 

 

 

（２） 

 

 

（３） 

 

 

第７ 校長の所見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


